 くすのき書院ローレル                   BREATH BREEDS BLISS               kusutama1224@msh.biglobe.ne.jp
























































































































The Temptation of Jesus  ( MATTHEW 4 )


Then the Spirit led Jesus to the desert to be tempted by the Devil. After spending forty days and nights without food, Jesus was hungry. Then the Devil came to him and said, “ If you are God’s Son, order these stones to turn into bread.” But Jesus answered, “ The scripture says, ‘Man cannot live on bread alone, but needs every word that God speaks.’”








                    


                              


                                 














子曰、


飯疏食飲水、


曲肱而枕之、


楽亦在其中矣


不義而富且貴、


於我如浮雲。


    （論語・述而）





疏食を食らい、水を飲み、


肱を曲げて枕とす。


楽しみは其の中にあり。


不義にして


富みかつ貴きは


我においては浮雲のごとし





 淡路結び（遭わじ結び）


「災難に遭わない」ための結び


 Misfortune-Avoiding Knot





栄養を


求むる人は


多けれど


供養の心


知るは少なし





Eiyo o


  Moto-muru


      hito wa


Okere-do


Kuyo no kokoro


shiru wa


    sukuna-shi


    


  





      ろくもんせん   


    六文銭（六聞矣）


          地獄之沙汰も金次第？


  


   古来、「六文銭は、本来、六聞矣（ロクモンセン）であり、その意味が消えて、音感のみが残って、今日に至っているようである。そのことは、取りも直さず、仏教伝承以来、僧と称する者達の中で、釈迦の教えを真摯に修行しない者が多かったことの悲しむべき証左でもある。


   本来は六つの教えを聞いて実行しようと誓を立てるものであった。「布施・持戒・忍辱・精進・禅定・智慧」の六つの教えである。特に、この六行を中陰の間に遺族の者が死者の追福のために修行するのである。


 「もし、故人が生前時に利己的で積善の行いが少なければ、遺族の追福追善は故人にとっては実に有り難い追善の供養になるのである。忘れてはならないのは、追善供養とは、社会の福祉のために役立つことをすることであって、所謂「法事」をして飲み食いに興じるのではないことは、銘記しておきたい。もちろん、「法事」自体の意味が社会の為に積善する行為を意味するものであった。


                             （益応）          


























慳貪（けんどん）＝無慈悲で貪欲、人を害しても、少しも意に介さない行為。





餓鬼（がき）＝どんなに飲み食いし ても、少しも満足せず、永遠に飢渇に苦しむ存在。





施餓鬼供養＝餓鬼の苦しみを救うために、追善追福の供養をする。


  つまり、社会に有益な慈善活動を餓鬼の家


  族や友人が代わって、行なうこと.。


  この故事は本来、「節分豆撒き」とも通じ


  る。「まめ」（＝忠実・慈善）を施し、自分 


  の心中に巣食う「おに」（＝慳貪・無慈悲）


  を除去する行事であった。








正直に 歩み去りにし 父母の声


     聞くゆえにこそ 今日の吾あり





いとをしみ 育てし人の 身心の 


      外には吾の 住む間無きなり





死にてのち 愛せし者の 胸の間に


         住むを拒まる 人ぞ悲しき





さとりても しおる心を 忘るれば


         悪鬼身に入り 世を害はむ





もくけんれん（目犍連）


盂蘭盆（うらぼん）、一般に「お盆」といわれる行事の施主とも称される人。





母親の青提女（しょうだいにょ）が利己慳貪（けんどん）極まりなく、孝行第一の息子、目犍連の人格を認めず、自分の所有物とさえみなして、社会を甚だしく害するような無慈悲で貪欲極まりない行為を無理強いするので、目犍連は悲嘆に暮れて、釈迦に教えを乞うて、弟子になった。


後年、母の青提女はそれでも、慳貪の心を改めず、目犍連を怨みながら、餓鬼の世界に堕ちて、飢渇に苦しむのであった。


後年、目犍連は母の「餓鬼飢渇」の苦しみを知り、母を救うために、釈迦の指示の下に、追善施餓鬼の供養法会（盂蘭盆供養会）を始めたのである。


その後、目犍連はこの供養の真髄を「捨身供養」で、後世の人々に示した。すなわち、自身は神通第一で無敵であるのにも拘らず、「力で滅ぼす者は力によって滅ぼされる」と悟り、自分を倒して有名になろうと挑戦する者たちに無抵抗で殺害されたと伝わる。





この故事はまさしく、新約聖書において、キリストが捕縛され十字架に架けられようとする時に、弟子達が剣を抜いて阻止しようとした時、「剣をおさめなさい。剣をとる者はみな、剣によって滅びる（マタイ伝２６）」と命じて、捕縛された故事に符合するものである。

















First of all you have got to help yourself and then you will have God to help you. God helps those who help themselves.

「為仁由己」Not a long day but a good heart rids work.        「篤近挙遠、一視同仁」  Try to be in others’ skin.

 So many colored skins, the only red-colored blood.  「皮膚の色は異なっても、体内に流れるのは同じ温かい血です。」


